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Abstract
Saku city and Saku University have implemented JICA Partnership Project, “Community-based 
Comprehensive Elderly Care Project in Chonburi Province, Thailand: Project in Saensuk Municipality 
as a Pilot Area. Its execution period was from Jan., 2016 to Dec., 2018. Five expected outcomes of the 
project were: 1. To establish Health, Medicine and Welfare Committee for the elderly care, 2. To 
make a plan of home-care services and its implementation by nurses and health volunteers, 3. To 
reform Community Health Committee for organizing systematic community activities, 4. To improve 
health promotion exercises at local temples targeting the elderly people, 5. To encourage positive 
contribution to home-care services and community activities by nurses, physical therapists and 
health volunteers who were trained in Saku city. Outline of the project and activities from Jan. 2016 
to Sep.31, 2017 were reported in Saku University Journal 11-1.（2019）. As the 2nd report, we describe 
establishment of home-care service system, results of mid-term evaluation, the 1st Bansaen Health 
Festival and fi nal evaluation points.
活動報告
受付日2019年10月1日　受理日2020年1月21日
*1佐久大学看護学部　Saku University School of Nursing
*2佐久大学信州短期大学部　Department of Shinshu Junior College at Saku University
*3元佐久市高齢者福祉課　Saku city, Elderly Welfare Section





















































































































































2016年2月プロジェクト開始前 1（12.5）  2（25.0）  5（62.5）  0（ 0）







2016年2月プロジェクト開始前 0（ 0） 11（22.9） 23（47.9） 14（29.1）





2016年2月プロジェクト開始前 5（ 5.1） 22（22.4） 37（37.7） 34（34.6）












































































2017年2月末 14（16.7） 45（53.6） 22（26.2）  3（ 3.5）





2017年2月末  2（ 2.1） 39（41.0） 19（20.0） 35（36.8）



























































































































テーマ Health for All
大会実行委員長
副委員長
サンスク町町長
ブラパ大学医学部長
主催 サンスク町
共催 本JICAプロジェクト
後援 佐久市商工会議所佐久ものづくり研究会、JICAタイ事務所、在タイ日本大使館
場所 国立ブラパ大学病院内、および中庭の駐車場
ブース数 32（内、佐久市からの出展ブース：4（内訳：プロジェクトの展示および血糖値測定、F.B介護サービス、マイクロ・ストーン（株）、しなの（株）））
2日間の入場者数 1,500人
講演会
日時 2018年1月10日　8：30-12：30
講師 仲元治氏 テーマ：東南アジアの糖尿病事情（講師：国保浅間総合病院糖尿病センター長）
講師 菊原明美氏 テーマ：糖尿病患者への生活支援（講師：国保浅間総合病院看護部長）
講師　堀内ふき氏 テーマ：認知症ケア（講師：佐久大学学長）
健康産学ステージ紹介
しなの（株） ポールを使用した健康的な歩き方
マイクロストーン社 歩行スタイルの分析と健康
参加者数 200人（ブラパ大学医学生、看護学生、教員、地域住民）
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タイ、チョンブリ県における町ぐるみ高齢者ケア・包括プロジェクト　―サンスク町をパイロット地域として―
JICA次長、在日本大使館一等書記官、佐久
市長、佐久大学学長が登壇し、華々しく開会
式が行われた。会場は、①病院内（1階～6階）
の展示、②病院前・駐車場特設会場のブース、
③メインステージ、と3つに分かれた。近所
の小学生らが招かれ絵のコンテスト、ゲーム、
ダンス等のプログラムに参加していた。ブー
スでは、サンスク町のヘルスボランティアら
は、主に自主的に開発したリハビリ用品を展
示し、入場者は体験コーナーで楽しんでいた。
大学の東洋医学部は、種々のハーブや温熱療
法を指導、看護学部は、高齢者ケアを車椅子
で体験するコーナーをオープンしていた。第
1日目の展示に続く2日目の講演会では、ブ
ラパ大学病院糖尿病専門医らも参加し、会場
からの質問についてタイ語で説明するなど協
力的であった。
３）第1回バンセン・ヘルスフェスティバル
の反省
良かった点は以下のようである。（1）このフ
ェスティバルは、町が始まって以来あらゆる
レベルの人々が協力して作り上げたものであ
った。（2）入場者は、約1,500人で平日にも拘
わらず予想以上の人が訪れた。（3）サンスク
町では、このフェスティバルのために特に予
算を計上していなかったため、手作り的に行
われた。
改善すべき点は以下のようである。（1）会場
内の案内が不足しており、病院内の展示、メ
インステージでのプログラムが入場者に良く
理解されていなかった。（2）2日目の講演会
写真１　 第1回バンセン・ヘルスフェスティ
バル開会式の様子
写真２　 サンスク町町長と高齢者ブースのヘ
ルスボランティアたち
写真３　ヘルスフェスティバルの会場案内
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も会場案内が不足しており場所がわかりにく
かった。（3）メインステージの音響が大きく、
入院患者に迷惑だったのではないかと思われ
た。
Ⅲ．佐久市等の協力組織から本プロジ
ェクトの活動に関わった専門家に
よる評価
　専門家による評価は以下のようである。
１． 在宅脳卒中患者の中には、機能・能力の
改善が緩徐に進んでいる好事例が確認で
きた。
１） 寝たきりレベルが立位保持まで可能とな
った例が4件あった。
２） 座位保持レベルが屋外監視歩行まで可能
となった例が2件あった。
３） セラピスト（PT）、ヘルスボランティア
（HV）の訪問、HVが技術習得したケア
を提供することで療養者の機能・能力の
改善が見られた。
２．看護師の意識に変化が感じられた。
１）情報共有が定着してきている。
２）HVとの共同作業が定着してきている。
３） 看護師が在宅訪問することで、療養者の
生活の質が向上した。
３．HVの知識・技術は確実に向上している。
１） 熱心なHVは提供したケアと患者の記録
を継続的に記録した自己記録ノートを作
っている。
２） 研修を受けたHVのケア技術が向上して
いる。
３） 看護師、セラピストの指示通りの事を継
続できている。
４） HVらのグループが出来、中心人物がリ
ーダー的役割を果たし始めている。
４． 看護師、セラピスト（PT）は、患者・家
族の希望や意向を確認し、意向に沿った
サービスの組み立てができるようになっ
た（療養者中心のケアの提供に意識が向
いた）、そして維持、改善の事例を生む
結果となった。
５． 本邦研修参加者は、「高齢者、患者の残
存機能をうまく使い、待つ介護をする」
ことが高齢者の健康寿命の延伸につなが
るのではないか。また、タイ人が考える
「全てを介助してあげることが良い介護
とは限らない」と気づき始めた。
Ⅳ．総括
　2016年1月25日～2018年12月31日までの
3年間の活動は計画通りに進み、成果目標を
達成することができた。今後、サンスク町の
看護師は、リーダーシップを発揮し、ヘルス
ボランティア（HV）の中でリーダーを育成し、
地域活動を継続することが望まれている。更
に、HVは知識と技術の研鑽に励み、3年間
に培われた患者・家族との信頼関係を継続し、
サンスク町の強みである近隣の互助を維持で
きる行動が期待されている。
　サンスク町の保健医療職の人材不足は以前
として課題である。セラピストの雇用をサン
スク町へ提案している。
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